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研究成果の概要（和文）：

1950年代後半～1980年代のソ連や中欧において独自の発展を遂げた非公式芸術（非公認芸術）

とジャズ文化の密接な関係およびアンダーグラウンドで生まれた創造の場と人的ネットワーク

の形成に関して現地調査行い、基礎資料を収集し、それらをもとに研究を重ね、研究会および

一般公開のシンポジウムを開催した。これにより旧共産圏社会における芸術文化の特質と機能

がかなり明らかになった。

研究成果の概要（英文）：

We made the field survey about close relation of unofficial art (nonconformist art) and of 
jazz culture which developed uniquely in the Soviet Union and Central Europe of second 
half -of 1950 s - 1980 s., and about the creative place and the formation of a human network 
which were born in underground. We collected data and continued to research based on 
them, and held some conferences and the symposium of general public presentation. 
Thereby, the feature and function of art culture in the old Communist bloc society became 
considerably clear. 
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１．研究開始当初の背景
本研究は、基盤研究（C）「20 世紀後半のロ

シア・中欧における非公式芸術の総合的研
究」（平成 18 年度～20 年度）をさらに発展さ
せるべく計画された。先の研究は従来ないま

ったく新しいものであり、研究は大きな成果
を得た。多くの資料を収集し、非公式芸術に
関わった多くの人々と知己を得たことで、さ
らに次の研究への礎を築いたことは確かで
ある。そこで本研究はこれらの物的・人的資
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産を有効活用し、さらに研究を発展させるこ
とを目指した。
先の研究では多くの資料を収集したが、

それだけではまだ不十分であり、さらに資
料の収集を必要とした。また、多ジャンル
融合の視点から研究することがきわめて重
要であるとの認識から、諸都市に存在した非
公式芸術やジャズ関係者の地下ネットワー
クを調査する必要があった。非公式芸術とジ
ャズ文化を同時に研究することによって、諸
ジャンル間の関係性が明らかになると考え、
現地調査をさらに継続することにした。

２．研究の目的
本研究の目的は、1950 年代後半～1980 年

代のソ連や中欧において独自の発展を遂げ
た非公式芸術（非公認芸術）とジャズ文化の
密接な関係およびアンダーグラウンドで生
まれた創造の場と人的ネットワークの形成
を調査・分析することで、旧共産圏社会にお
ける芸術文化の特質と機能を明らかにする
ことにある。当該研究では、（１）多ジャン
ル融合、（２）地下ネットワーク、（３）公式
芸術と非公式芸術の横断、という３つのテー
マを核にし、以下のように研究する。

（１）ソ連や中欧における非公式芸術は、
美術、文学、音楽、映画、演劇等のさまざま
な芸術ジャンルの間での交流が盛んであっ
たことが大きな特徴である。リアノゾヴォ派
やモスクワ・コンセプチュアリズムのように、
画家、詩人、音楽家などが連帯し、創造的グ
ループを形成した。画家であると同時に詩人
であった芸術家は数多い。詩人であっても本
業はアニメーションの脚本家であった者、音
楽家でありながら画家としてもすぐれた作
品を残した者もいる。詩人と音楽家のコラボ
レーション、アニメーションや映画における
ジャズ音楽など、どれも複合的に絡み合って
いる。このように多ジャンルが複合的に融合
した非公式芸術に関し、調査、分析する。

（２）1960 年代後半および 1980 年代、ソ
連、中欧では多くのジャズ・フェスティバル
が開催された。モスクワやレニングラードば
かりか、タリン、リガ、ヴィリニュス、クイ
ブイシェフ、アルハンゲリスク、ノヴォシビ
リスク、ドネーツク等の地方都市、さらにプ
ラハやワルシャワのジャズ・フェスティバル
主催者やジャズ・クラブ関係者は、密接なネ
ットワークを結び、情報交換を行うだけでな
く、音楽家たちは各フェスティバルを巡り、
出演した。各々がサミズダートで音楽誌を出
版していた。同じように、各都市の非公式芸
術家たちもまた様々なネットワークを結び、
相互に刺激し合った。こうした芸術家たちは
ジャズやロックの音楽によって結びついて
いた。このような地下ネットワークについて
調査し、複雑な人間関係から生まれた非公式

芸術の社会的特質を明らかにする。
（３）非公式芸術家たちの多くは、日常的

には公式の職についており、芸術とはまった
く無縁の仕事で収入を得ていたか、あるいは、
公式的な芸術の仕事に携わりながらも自宅
では非公式の前衛的作品を創造していた。イ
リヤ・カバコフのように絵本の挿し絵を描い
ていた者、クリョーヒンのようにエストラー
ダやレストランで演奏しながら仕事の後の
深夜に前衛的な演奏をしていたジャズ音楽
家たち、マルトゥイノフのように民族音楽や
中世音楽の研究をしながら自ら現代音楽を
作曲し続けた者など、公式と非公式の芸術活
動は常に横断し、あるいは融合していた。こ
のような公式芸術と非公式芸術の横断につ
いて調査し、両者間の運動のダイナミズムに
ついて考察する。

以上 3つのテーマは密接かつ複合的に関係
している。本研究ではこれらの多面的アプロ
ーチを通して、中欧を含めた旧ソ連圏の非公
式芸術とジャズ文化におけるさまざまな関
係性を究明し、旧ソ連圏の文化の独自性を明
らかにしようと試みる。

３．研究の方法
まず、研究代表者である鈴木正美を研究の統
括者として、メンバーを下記のようなグルー
プに分け、それぞれの領域で研究を進める。
（１）多ジャンル融合研究グループ

鈴木正美・レートフ・スホーチン
（２）地下ネットワーク研究グループ

岡島豊樹・ギュスティス・木村英明
（３）公式芸術と非公式芸術の横断研究グル
ープ 梅津紀雄・大井弘子・鈴木正美

（１）のグループは、1950年代後半～1980年
代のソ連において非公式に展開した前衛芸術
を扱う研究グループである。非公式芸術の研
究は主に美術を対象に行われており、文学、
音楽、映画、演劇等のさまざま芸術ジャンル
の間での交流が盛んであった非公式芸術の
全体像はいまだに不明である。各ジャンルは
密接に関連し合い、相互に刺激を受け、ある
いは融合してまったく新しい表現を生み出
していった。それは旧共産圏の文化の特徴を
如実に表したものばかりである。そこで、本
研究グループはアンダーグラウンドで展開し
た非公式芸術の諸ジャンルについて関係資料
の現地調査・収集を行い、資料の分析をする。
研究協力者のレートフとスホーチンは多数の
非公式芸術家たちと交流があるので、現地調
査のコーディネートおよびメールによる情報
交換を行う。

（２）のグループは、旧ソ連諸都市（主にモ
スクワ、サンクト・ペテルブルグ、ヴィリニ
ュス、アルハンゲリスク）とプラハ、ワルシ



ャワのジャズ・フェスティバル主催者やジャ
ズ・クラブ関係者、非公式芸術家たちの地下
ネットワークについて現地調査する。あわせ
てジャズ関係の音源資料の収集を行う。研究
協力者の岡島豊樹はメロディアから出たジャ
ズ・レコード約400タイトルのほぼ半数を所有
しており、モスクワのジャズ批評家やレコー
ド・コレクターとのつながりも深い。彼らへ
の聞き取り調査と共に、さらに音源を収集す
る。ギュスティスはヴィリニュス・ジャズ・
フェスティバルの主催者であり、リトアニア
のジャズ史を熟知しており、旧ソ連圏のジャ
ズ関係者との広いネットワークを持っている
ので、それらの情報、資料を提供して頂く。
木村英明（世界史研究所）は旧チェコスロヴ
ァキアにおいて現地調査を行う。このグルー
プ全員の調査研究によって、旧ソ連圏・共産
圏における創造の場の発生、人的なつながり、
各国間の芸術家同士の独自のネットワーク形
成について明らかにする。

（３）のグループは、公式芸術と非公式芸術
との関係について現地調査を行う。連携研究
者の梅津紀雄は現代音楽の関係者について調
査する。アカデミックな場にいた音楽家たち
が地下で行っていた音楽実験と公式的な音楽
表現との間の関係を明らかにする。生前のオ
ブラスツォーフと交友のあった大井弘子（ビ
バボ人形劇）はオブラスツォーフ中央人形劇
場他で現地調査を行い、まったく公式的な芸
術であった人形劇の世界に非公式芸術家たち
がいかに関与したかを明らかにする。研究代
表者の鈴木正美はエストラーダやテレビの世
界で働きながら地下で前衛的な音楽を探究し
た音楽家、挿し絵やデザインあるいはアカデ
ミズムの世界で公の表現を行いながら、自分
のアトリエで自由な表現を行っていた美術家
等について現地調査する。このグループの研
究は、公式と非公式の往還や境界の揺らぎ、
半公式的な表現の方法や創造の場の発生に
ついて明らかにするのが目的である。

以上３つの研究はどれも密接に関係して
いるため、個別の研究だけではなく、各研究
者の積極的な協力と共同作業が必要になる。
各研究者は個別の研究のための現地調査を
行うが、それぞれの研究成果をもとにお互い
に報告しあい、各グループの共通項を検証し
ながら、非公式芸術とジャズ文化の関係を考
察するための討論を重ねるよう年数回の研
究会を行う。 

海外研究協力者のレートフ、スホーチン、
ギュスティスは、研究代表者である鈴木正美
とすでに親しく接しており、本研究プロジェ
クトで大きな役割を果たす。ギュスティスは
すでに平成20年2月に来日し、リトアニアの
ジャズ文化に関する講演を行い、関係資料を
多数提供してくれた。また、これまでに行っ

たモスクワでの現地調査に際して、ロシアに
おける非公式芸術運動を熟知する詩人ミハ
イル・スホーチンの協力は大きく、1960－80
年代の非公式芸術家グループ「リアノゾヴ
ォ」派の主要メンバーだったフセヴォロド・
ネクラーソフへの聞き取り調査も行うこと
ができた。音楽家セルゲイ・レートフは現在
モスクワ・ジャーナリズム大学で現代音楽論
を講じており、ロシアの音楽文化に関する膨
大な量の論文を発表している。先のモスクワ
滞在中もレートフから多数の資料を提供さ
れた。現地調査に際しては、この３名の協力
が不可欠である。また、各人と鈴木正美とは
電子メールによって頻繁に連絡をとりあっ
ており、メール上での論議を重ねている。

４．研究成果
（１）2009 年度
①研究会の開催
鈴木正美は2010年3月26-27日、モスクワに

おいて、研究協力者のスホーチン、レートフ
と共に研究内容・研究成果について会議を行
った。
②海外における現地調査

鈴木正美は2010年3月25日～30日、モスク
ワのヴィンザヴォート、ズヴェーレフ現代芸
術センター等の他、複数の美術館、ギャラリ
ーで非公式芸術に関する展覧会を実見し、資
料収集を行った。また数名の非公式芸術家に
聞き取り調査を行った。さらに文化センター
「ドム」において前衛音楽関係者にも聞き取
り調査を行い、あわせて貴重な音源資料の提
供を受けた。また同行した研究協力者の岡島
豊樹もジャズ文化関係の貴重な資料を大量
に入手した。

（２）2010 年度
①研究会の開催
鈴木正美は研究協力者の岡島豊樹と共に

サウンド・イメージ研究所において、研究会
「ポスト・クリョーヒン・スタディーズ」を
2010年4月10日、2010年10月24日、2011年3
月19日の計３回開催した。毎回一般公開で行
われている本研究会には大学関係者のみな
らず、ロシア文化以外の領域を研究している
人々が集まり、さまざまな視点から議論が交
わされ、たいへん有益な情報交換がなされて
いる。その結果はさらに次の研究へと活かさ
れている。

また、鈴木正美は2010年5月7日—6月29日の
約2ヶ月間のモスクワ滞在中に、研究協力者
のスホーチン、レートフと共に研究内容・研
究成果について会議を行った。
②海外における現地調査

鈴木正美は2010年5月7日—6月29日の約2ヶ
月間モスクワに滞在し、オブラスツォーフ国
立アカデミー中央人形劇場において研究を



行い、約2,000点近い資料を調査・収集した。
これによりソ連・東欧の人形劇の紹介に尽力
した故大井数雄氏の足跡が明らかになりつ
つある。これら諸資料の分析および新たな資
料の収集によって、人形劇を通じた日露間の
文化交流の歴史の一端が開示される大きな
可能性を得た。
この滞在期間中にモスクワのヴィンザヴォ

ート・センター、ズヴェーレフ現代芸術セン
ター等の他、複数の美術館、ギャラリーで非
公式芸術に関する展覧会を実見し、資料収集
を行った。また数名の非公式芸術家に聞き取
り調査を行った。さらに文化センター「ドム」、
クラブ「作曲家同盟」等において前衛音楽関
係者にも聞き取り調査を行い、あわせて貴重
な音源資料の提供を受けた。
中央人形劇場やクラブ「作曲家同盟」等の

関係者と知己を得たことは、今後の研究の大
きな助けになるだろう。

（３）2011 年度
①研究会の開催

鈴木正美は研究協力者の岡島豊樹と共に
サウンド・イメージ研究所において、研究
会「ポスト・クリョーヒン・スタディーズ」
を2011年12月11日、2012年3月10日の計２回
開催した。第１回研究会ではセルゲイ・レ
ートフに、第２回研究会ではアレクセイ・
アイギに公開インタビューを行い、新たな
知見を得ることができたのは、大きな収穫
であった。

2012年3月16日—21日のモスクワ滞在中に、
研究協力者のスホーチン、レートフと共に
研究内容・研究成果について会議を行った。
また、本研究課題の最終成果として、2011
年12月3日、新潟大学で国際シンポジウムを
開催し、連携研究者の梅津紀雄、研究協力
者のレートフ、岡島豊樹、木村英明が研究
報告を行った。これらの報告は2012年度中
に研究報告集にまとめる予定である。
②海外における現地調査
鈴木正美は2012年3月16日—21日モスクワ

に滞在し、文化センター「ドム」の創設者
ニコライ・ドミートリエフの未亡人リュド
ミーラ・ドミートリエヴァに会い、聞き取
り調査を行った他、ドミートリエフ関係の
資料を大量に頂戴した。さらに、この間に
モスクワのヴィンザヴォート・センター、
トレチャコフ美術館新館等の他、複数の美
術館、ギャラリーで非公式芸術に関する展
覧会を実見し、資料収集を行った。また非
公式芸術家の一人であったイリーナ・ザト
ゥロフスカヤに会い、聞き取り調査を行い、
あわせて貴重な資料の提供を受けた。こう
して日本では入手困難な貴重な資料を多数
入手できたことは、今後の研究にとってた
いへん有益である。さらに、研究協力者の

スホーチン、レートフと共に研究内容・研
究成果について会議を行い、今後も本研究
を継続・発展させていくことを確認した。

（４）研究成果の刊行
①本研究の研究成果をまとめた研究報告集
を 2012 年度中に発行するため、現在編集作
業中である。内容は次の通り。セルゲイ・
レートフ「現代ロシアとポスト・ソビエト
空間における非公式芸術とジャズ」および
「ソ連邦、ロシア、およびソ連邦崩壊後の
地域における新しい即興音楽：生成の歴史
と現在の状況」、ミハイル・スホーチン「書
かれた言葉がもつ二つの傾向について（具
体詩に関して）」、梅津紀雄「ショスタコー
ヴィチとジャズ 組曲と劇音楽」、木村英
明「グレーゾーンの文化―チェコスロヴァ
キア・ジャズのささやかな回顧」、岡島豊
樹「1960 年代～80 年代に作られた旧ソ連に
おけるジャズ祭実況録音 LP レコードの中
のジャズ」。これらにより、ソ連の非公式
芸術とジャズ文化を通してみたロシア文化
の特質の一端が明らかになることは確かで
ある。

②多ジャンル融合研究グループの研究成果と
して鈴木正美は次の著作、論文を発表した。

a)鈴木正美「ロシア文化論──言葉の身体性
とヴィジュアル・ポエトリー」（栗原隆編『
人文学の生まれるところ』）。これにより、

フェノロサの漢字論から現代詩におけるヴ
ィジュアルな文字表現の歴史を概観し、ロ
シア文化史においてヴィジュアル・ポエト

リーがいかに重要な機能を果たしたかが明
らかになった。一般読者にも当該分野に対
する関心が広がった。

b)鈴木正美「ヴォルガの視覚表象————絵はが
きと風景写真、映画『ヴォルガ、ヴォルガ
』から現代アートへ————」。ヴォルガが視覚

的にどのように表象されたのか、19世紀末
から現代に至る絵はがき、写真、映画、現
代アート等、ジャンルと時代の異なる要素

を領域融合的に分析した。ヴォルガ＝祖国
というイメージが意識的に、また無意識的
にいかに形成されたのかを明らかにするこ

とで、従来のロシア・イメージとは異なる
新しい視点が導入された。

③地下ネットワーク研究グループの研究成

果として岡島豊樹は次の論文の他に、Web 
サイト（ブログ）「東欧ロシアジャズの部屋
」http://jazzbrat.exblog.jp/ に多くの論考

を発表している。
岡島豊樹「フォーク・ジャズ物語。ブルガ
リア、ルーマニア、モルドヴァ経由オデッ

サ行き」。ロシア・東欧における音楽文化の
多様性を「フォーク・ジャズ」という視点
から解き明かす。これまでのジャズ文化研



究の空白部分を埋める貴重な研究である。
④公式芸術と非公式芸術の横断研究グループ
の研究成果として鈴木正美と梅津紀雄は次
の論文を発表した。

a) 鈴木正美「非公式芸術から百花繚乱の世界
へ」（長塚英雄編『ロシアの芸術・文化』）。
非公式芸術から現代アートへの発展につい
て概観し、特に日本におけるこれらの芸術
の受容についてまとめた。ロシア文化フェ
スティバルの総括として出版された一般読
者向けの本の一節であり、当該テーマに関
して広範な読者に寄与した。

b) 鈴木正美「1920-30年代ソ連のラジオにお
ける「声」————スターリン体制下のジャズ
と大衆音楽」および「1930年代のアレクサ
ンドロフ監督のミュージカル映画における
「声」————スターリン体制下のジャズと大
衆音楽（２）」。非公式芸術とジャズ文化
の発端となる1930年代の大衆音楽文化につ
いて論じている。当該テーマについては日
本における先行研究がほとんどないため、
今後も継続して論文を発表する予定である。

c) 鈴木正美「音楽産業下のロシア・ジャズ」
および「現代ロシア詩遠望」。非公式芸術
以降の現代ロシア・ジャズおよび現代詩に
関して概観した。ソ連時代のアンダーグラ
ウンド文化、前衛芸術の伝統が現在も生き
ていることを明らかにした。

d) 鈴木正美「С флейтой в руках о театре 
Но.」。日本の伝統芸能とロシアの詩（チュ
ッチェフ、マンデリシュターム）の類似性
についてアニミズムという視点から述べた。
人形劇専門誌に掲載されたことで、ロシア
の演劇関係者にささやかながらも影響を与
えたと言える。

e) 梅津紀雄「音楽のジダーノフ批判はいかに
起こったか--討論会記録にみるそのプロセ
ス」。公式芸術と非公式芸術の分裂の発端
といも言うべきジダーノフ批判について再
検討した重要な論考である。

f) 梅津紀雄「ショスタコーヴィチ・交響曲第
15番を読解する」および「ショスタコーヴ
ィチとロシア革命：作曲家の生涯と創作を
めぐる神話と現実」。著者の専門であるシ
ョスタコーヴィチについて先行研究を乗り
越える新たな論を展開し、当該研究分野に
おいて高く評価された。

g) 梅津紀雄「ストラヴィンスキーと冷戦 彼
のバレエ音楽はいかに自律したか」。公式
芸術と非公式芸術の中間領域とも言える音
楽の一面に関する優れた論文である。

h) 梅津紀雄「Oriental Elements in Russian
Music and the Reception in Western Europe:
Nationalism, Orientalism and Russianness」。
ロシア音楽におけるナショナリズムとオリ
エンタリズムというきわめて困難なテーマ
に挑んだ意欲的な論文である。非公式芸術と

ジャズ文化の背景を考える上できわめて示
唆に富んだ内容である。
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